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会 議 録【詳細版】 

会 議 の 名 称 令和２年度第３回守谷市保健福祉審議会 

開 催 日 時 
令和２年１０月１４日（水） 

開会：１４時３０分   閉会：１６時２０分 

開 催 場 所 守谷市役所 大会議室 

事務局（担当課） 保健福祉部 社会福祉課 

出 

席 

者 

委  員 

１８名：竹内会長，柳副会長，入江委員，萩原委員，佐久間委員， 

小田委員，飯塚委員，金髙委員，浅井委員，西川委員， 

田中委員，新田委員，豊谷委員，関根委員，城賀本委員， 

清水委員，野呂委員，金沢委員 

事務局 

１２名：堀保健福祉部長，稲葉保健福祉部次長兼健幸長寿課長， 

椎名保健福祉部次長兼児童福祉課長，羽田社会福祉課長， 

枝川課長補佐，木場主事，小林保健センター所長，新島所長補佐， 

森山国保年金課長，市村健幸長寿課補佐，寺田介護福祉課長， 

鈴木課長補佐 

公開・非公開 

の 状 況 
■公開  □非公開  □一部公開 傍聴者数 ２人 

会 議 次 第 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 議事 

（１）協議事項 

① 守谷市障がい者福祉計画（第６期）及び守谷市障がい児計画（第２期）

素案について 

② 第８期守谷市高齢者福祉計画・介護保険事業計画及び守谷市成年後見

制度利用促進基本計画素案について 

（２）報告事項 

① 令和元年度第１回障がい者福祉分科会の開催報告について 

② 令和２年度第１回障がい者福祉分科会の開催報告について 

③ 令和２年度第１回地域福祉推進委員会（書面協議）の開催報告につい

て 

④ 令和２年度第１回自立支援協議会の開催報告について 

⑤ 令和２年度第２回自立支援協議会の開催報告について 

⑥ 令和２年度第１回健康づくり分科会の開催報告について 

⑦ 新たなフレイル予防対策等について（健幸長寿課） 

⑧ 令和２年度第２回及び第３回地域包括ケアシステム分科会の開催報

告について 

４ その他 

５ 閉 会 

令和  年  月  日 

守谷市保健福祉審議会 

 会   長                

 議事録署名                

 議事録署名                
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令和 2年度 第 3回守谷市保健福祉審議会議事録 

 

日  時  令和 2 年 10月 14日（水） 

                     午後 2 時 30 分から 4 時 20 分 

会  場  守谷市役所 全員協議会室 

社会福祉課長 只今から令和 2 年度第 3回守谷市保健福祉審議会を開会します。初め

に竹内会長にご挨拶を頂戴します。 

竹内会長 （挨拶） 

社会福祉課長 ありがとうございました。続きまして部長よりご挨拶申し上げます。 

保健福祉部長 （挨拶） 

社会福祉課長 ありがとうございました。 

なお本日は，原田委員，有松委員，石井委員，東ヶ崎委員，杉山委員，

鈴木委員におかれましては，事前に欠席の御連絡を，柳副会長は出席が

遅れるとのご連絡をいただいておりますことを申し添えます。 

また柳副会長，田中委員，関根委員，野呂委員はオンライン会議でご

出席をいただいています。 

また，今回から新委員の方がご出席されていますので，ここでご紹介

させていただきます。 

「福祉団体代表」として，前任の「守谷市シニアクラブ連合会 黒崎 

時雄様」から，同じく「守谷市シニアクラブ連合会 飯塚 一男様」に，

「守谷市ＰＴＡ連絡協議会代表」として，前任の「大野小学校ＰＴＡ会

長 青菅 正幸様」から，同じく「大野小学校ＰＴＡ会長 豊谷 秀貴

様」に，「行政機関代表」として，前任の「県南県民センター地域福祉室

長 村上 宏様」から，同じく「県南県民センター 地域福祉室長 金

沢 隆光様」に，また，本日は欠席しておりますが，「学識経験者」とし

て，前任の「守谷市小中学校長会会長 鈴木 不二男様」から，同じく

「守谷市小中学校長会会長 石井 良秋様」に変更となっております。 

 また，4 月の人事異動に伴いまして，職員も一部変更となりましたの

で，ご紹介させていただきます。 

 令和 2年度保健福祉部職員名簿をご覧ください。今回機構改革もあり

ましたので，それも併せてご紹介させていただきます。まず，土塔中央

保育所と北園保育所は，今まで児童福祉課所管でしたが，両保育所とも

課として独立しました。次に，健幸長寿課も介護福祉課から分割し，新

しく課として新設されました。今回，人事異動ということで，新たに令

和 2年 4月から担当となった職員が，ベージュ色で示されたものとなっ

ています。 

本日は不在ですが，児童福祉課課長補佐が飯塚補佐から笠見正美補佐

に，保健センターでは高田技正から今回所長補佐として飯塚むつみ補佐

が着任しました。 

介護福祉課と健幸長寿課が分かれたことにより，介護福祉課課長とし

て新たに寺田栄課長が配属となりました。今まで次長兼介護福祉課長で

した稲葉次長が，現健幸長寿課長に，新たに課長補佐として市村弘子補

佐が着任しておりますので，ご紹介をさせていただきます。 
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 次に，本日の会議の会議録について，発言者の氏名記載について平成

３０年５月１５日付保健福祉審議会で，原則発言者氏名を記載すること

と決定しています。また，氏名を記載しない場合は適宜協議します。よ

ろしくお願いします。 

なお，議事録作成ソフトを用いて会議録の文字起こしを行います。発

言する際にはマイクをお持ちしますので，お名前をおっしゃったうえで

発言されますよう，御協力をお願いいたします。 

 次に，議事に入ります前に，資料の確認をさせていただきます。 

まず，事前にお送りしました資料が 18 点ございます。協議事項№１

－①「守谷市障がい者福祉計画（第３期）・守谷市障がい福祉計画（第６

期）・守谷市障がい児福祉計画（第２期）（素案）」，協議事項№１－②「令

和元年度守谷市障がい者福祉計画（第３期）の取組状況について」，協議

事項№１－③「守谷市障がい福祉計画（第５期）進捗状況報告について」，

協議事項№２－①「第８期守谷市高齢者福祉計画・介護保険事業計画（素

案）」，協議事項№２－②「（クロス集計版）在宅介護実態調査の集計結果」，

協議事項№２－③「令和元年度守谷市介護予防・日常生活圏域ニーズ調

査結果報告書」，協議事項№２－④「令和元年度守谷市介護予防・日常生

活圏域ニーズ調査自由記載について」，協議事項№２－⑤「第８期守谷市

高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定スケジュール」，報告事項№１「令

和元年度守谷市保健福祉審議会 第１回障がい者福祉分科会会議録」，報

告事項№２「令和２年度守谷市保健福祉審議会 第１回障がい者福祉分科

会会議録」，報告事項№３－①「令和２年度第１回守谷市地域福祉推進委

員会（書面協議）会議録」，報告事項№３－②「令和２年度第１回地域福

祉推進委員会協議結果報告書」，報告事項№４「令和２年度第１回守谷市

地域自立支援協議会会議録」，報告事項№５「令和２年度第２回守谷市地

域自立支援協議会会議録」，報告事項№６「令和２年度第１回守谷市保健

福祉審議会健康づくり分科会会議録」，報告事項№７「新たなフレイル予

防対策移動スーパー運行スケジュールの決定について（報告）」，参考資

料「移動スーパー運行スケジュール（チラシ）」，報告事項№８－①「令

和２年度第２回守谷市保健福祉審議会地域包括ケアシステム分科会会議

録」，裏面に報告事項№８－②「令和２年度第３回守谷市保健福祉審議会

地域包括ケアシステム分科会会議録」となっております。 

次に，当日資料として，「第８期守谷市高齢者福祉計画・介護保険事業

計画（素案）【一部差し替え資料】」をお手元に配布しております。 

また，事前配布資料で送付漏れのあった審議会次第を机に置かせてい

ただいております。 

不足資料等がございましたら，挙手をお願いします。 

では，審議会条例第 6条第 2 項により，審議会は委員の半数以上の出

席がなければ開くことができないとあります。本日は出席 18 名，欠席 6

名でございます。今回は半数以上の委員が出席されておりますので，会

議は成立いたします。本日の案件は協議事項 2件，報告事項 8件となっ

ております。 

それでは，審議会条例に基づきまして，この後の議事につきましては
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会長に議長をお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

竹内会長 では議長を務めさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。今回の審議会には協議事項 2件，それから報告事項が 8 件提出され

ております。スムーズなご進行をよろしくお願いします。 

議事に入る前に，今回の議事録署名について，金沢委員，野呂委員に

お願いしたいと考えております。議事録の署名について，事務局から依

頼がありますのでどうぞよろしくお願いいたします。 

 議事に入ります。協議事項№1「守谷市障がい者福祉計画（第 6期）

及び守谷市障がい児福祉計画（第 2 期）素案について」，報告事項№1「令

和元年度第 1回障がい者福祉分科会の開催報告について」及び，報告事

項№2「令和 2 年度第 1回障がい者福祉分科会の開催報告について」は

関連があるので，併せて社会福祉課からよろしくお願いいたします。 

社会福祉課長 社会福祉課より，協議事項№1「障がい者福祉計画（第 6期）及び障

がい児福祉計画（第 2期）（素案）」と報告事項№1「令和元年度第 1 回

障がい者福祉分科会の開催報告について」と，報告事項№2「令和 2 年

度第 1回障がい者福祉分科会の開催報告について」を説明します。 

まず，今回の素案については「守谷市障がい福祉計画（第 6 期）及び

守谷市障がい児福祉計画（第 2 期）について」となっております。守谷

市の計画は，守谷市障がい者福祉計画（第 3期）と一体的に策定してい

ることから，今回改定となるのは障がい福祉計画と障がい児福祉計画で

すが，計画書の素案自体は障がい者福祉計画と合わせて策定しておりま

す。 

なお今回は，障がい者福祉計画（第 3期）の計画期間の中間年に当た

ることから，一部見直しをしている部分もございます。 

また，本日の資料として，協議事項№1－②「令和元年度障がい者福

祉計画（第 3期）の取組状況について」と，協議事項№1－③「守谷市

障がい福祉計画（第 5期）進捗状況報告について」を送付しています。

今回の計画の見直しの資料となりますので，この素案の参考資料として

ご覧ください。報告事項№1，2 につきましては素案の協議に関すること

のため，最後にあわせて報告とさせていただきます。 

では，資料の協議事項№1－①「守谷市障がい者福祉計画（第 3期）・

守谷市障がい福祉計画（第 6 期）・守谷市障がい児福祉計画（第 2期）（素

案）をご覧ください。 

まず 3ページから 11ページになりますが，こちらにつきましては第 1

編の序論，第 1 章が計画策定となっており，策定に関する趣旨，障がい

者の定義，位置付け，進行管理等について今回の策定において変更あり

ません。 

ただし，前回の計画策定が平成 29 年でしたので，時間が経過してい

ることなどから平成 30年以降の状況を踏まえた内容に一部変更してお

ります。同様に，12 ページから 28 ページの第 2 章も掲載しているデー

タが，過去のものとなっておりましたので，直近のデータに内容を入れ

替えしております。 

次に，29ページからの守谷市障がい者福祉計画（第 3期）について，
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こちらの計画は先ほど申し上げました中間年になりますので，施策等の

全体的な策定とはなりませんが，計画の進行により取組みの方向性の一

部見直し等を行いました。基本的には，この計画を作成した当初，新規

となっていた事業につきましては，各事業を開始したことに伴い，新規

ではなく継続という形で，変更しております。 

また，当時拡大となっていた事業の一部について，充足されつつある

ものは継続としております。また，機構改革により所管部署が変更にな

った施策もあります。具体的には，介護福祉課から健幸長寿課になった

ところ，図書館に関する事項が生涯学習課から中央図書館になったこと

がございます。 

では今回の計画改定となります，障がい福祉計画（第 6 期）障がい児

福祉計画（第 2 期）について説明をさせていただきます。資料は 75 ペ

ージからになります。77ページから 79 ページは，「第 1章 成果目標

数値」となっています。厚生労働省からの指針により，守谷市の状況を

踏まえて，項目や数値，取組を設定しています。 

「施設入所者の地域生活への移行支援」については，令和 5 年度末ま

でに 3人，地域に移行することを目標として，状況に応じて少なくとも

1人を地域生活に移行することができるように考え，設定しています。

78ページの「福祉施設から一般就労への移行」につきましては，就労移

行支援事業利用での移行を，実績から勘案して令和 5年度末までに，1

以上としました。就労移行支援は実績がありますが，就労継続支援の A

型，B型からの実績がありませんので，目標値もゼロという形となって

しまうのですが，目標がゼロというのはいかがかということで，令和 5

年度にはそれぞれ少なくとも 1人移行できるように目標を設定しており

ます。 

次に，厚生労働省の指針より，今回「地域共生社会の取り組みと児童

発達支援センターの整備等」を加えております。国が取り組みを進めて

います，地域共生社会の構築は，守谷市におけるまちづくり協議会によ

る地域社会の支援体制の構築と通じるものがあると考えています。 

また，「児童発達支援センターの整備等」では，児童の療育環境の整備

が求められていくものと考えており，障がい福祉圏域での整備を含めて

検討していくことが必要ということで考えています。 

80ページ以降は，第 2章「障がい福祉サービスの見込量と今後の方策」

となります。障がい福祉計画について各サービスの見込量の設定をする

ことになっており，こちらの見込量の設定は，実績及び実績の伸び率よ

り算定しています。詳細は，各サービスの見込量の考え方をご参照くだ

さい。なお，7 番の就労定着支援につきましては，福祉施設から一般就

労への移行の成果目標を，8 番の自立生活援助は実績はありませんが，

77ページで，入所施設から地域生活への移行の成果目標を考慮して，目

標数値を設定しております。 

また，11番の宿泊型自立訓練は，令和元年度に事業所が開設され，こ

れからサービスが増えていくことになるということで，新たに項目とし

て追加しています。 
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86ページの居住系サービスの見込み量も，77ページの入所施設から

地域生活移行の成果目標を考慮しています。 

87ページの相談支援での地域移行支援と地域定着支援につきまして

は，事業所が無いことにより見込量もゼロとしていますが，先程の地域

生活移行におけるサービスとして求められるものになると思いますの

で，事業所確保の方策をどのようにするかということと支援の実施方法

を一緒に検討する方向に考えています。そのために，障がい者支援施設

や相談支援事業所と連携しながら，地域生活支援拠点の確保について，

障がい福祉圏域の市町村との連携も必要になると考えています。 

88ページから 90ページは，第 3 章「障がい児通所支援の見込み量と

今後の方策」となっています。障がい児通所支援の見込みや各サービス

の実績，実績の伸び率とともに，第 2期守谷市子ども・子育て支援事業

計画の見込量等を参考にしております。 

障がい児通所支援の見込量の考え方は 90ページでご確認ください。 

障がい児通所支援は，児童発達支援，放課後等デイサービスの事業所

が市内に多数開設されています。近年，このサービス事業所は増加傾向

にあります。そのような状況から，利用実績も増えている形となってい

ます。ただし，現在，市内に事業所が無いことで提供できていないサー

ビスもありますから，こちらについて，療育環境の充足が望まれるとい

うこととともに，令和 4年度以降，未就学児の減少が見込まれることか

ら，事業整備の検討は県と連携しながら行えれば，と考えています。 

91ページ以降は，第 4章「地域生活支援事業の見込量と今後の方策」

となります。 

92ページの成年後見制度利用支援事業は，成年後見制度に関する相談

や問い合わせはありますが，申立ての支援を行ったという実績がないと

いうこととなります。地域生活を支援するための取組としては見込量が

94ページとなります。 

地域生活支援事業は障がい者・児の利用であり，6番の日中一時支援

事業につきましては，障がい児向けサービス事業所の増加によるものか

ら増加傾向になると考えています。8番の地域活動支援センターⅢ型は

利用実績が減少傾向にあります。ただし，通所する場として必要である

と考えていますので，センターの周知等を行うことで，利用者が増える

ようにすることを考えていかなくてはならないと思っています。 

以上が素案の概要となっています。 

続きまして，今後のスケジュールについて口頭で説明させていただき

ます。今後の計画策定スケジュールにつきましては，この審議会終了後

庁議で素案決定をし，11月から 12月にパブリックコメントを行い，第

4回保健福祉審議会で諮問・答申をいただくことを予定しております。 

次の協議事項の第 8 期守谷市高齢者福祉計画・介護保険事業計画及び

守谷市成年後見制度利用促進基本計画素案と同じスケジュールで進めて

いく考えです。 

続きまして報告事項に移ります。報告事項№1，№2「令和元年度第 1

回，令和 2年度第 1 回障がい者福祉分科会の開催報告」を説明します。 
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まず報告事項№1をご覧ください。「令和元年度第 1回障がい者福祉分

科会」の議題 1 では，障がい者福祉計画の指針について協議いただき，

委員からは，児童生徒の障がいに関する学習について，体験を含めた機

会をということで，教育委員会と連携すること等の意見を頂戴しました。 

また，議題 2としては，障がい者福祉計画のアンケート内容について，

設問項目に関して意見をいただき，アンケート設計の参考として，修正

内容を保健福祉審議会で協議いただくこととなりました。その他で，今

後の障がい福祉計画（第 6期）及び障がい児福祉計画（第 2 期）の策定

スケジュールを説明しました。 

次に，資料の報告事項№2をご覧ください。 

「令和 2 年度第 1回障がい者福祉分科会」の議題 1は，守谷市障がい

者福祉に関するアンケート調査報告書についてで，委員より，結果から

得られた課題等について意見がありまして，この結果を計画策定に資す

るとともに今後の事業実施に反映することとしました。 

議題 2は守谷市障がい福祉計画（第 5期）進捗状況報告，令和元年度

の実績報告についてで，実績で当時の計画値と実績において乖離があっ

た部分について，これからの計画値設定には実情をよく加味すること等

の意見がありました。前回の計画値においてそのようなことがありまし

たため，今回は実際の実績に基づいた利用量の見込みという形で設定し，

今回の素案としてまとめています。 

議題 3は守谷市障がい福祉計画（第 6期）及び守谷市障がい児福祉計

画（第 2 期）骨子案についてで，委員から国の指針に基づく目標値の設

定に対し，守谷市で実現可能な数値とすること，サービス提供量の確保

とともに質の確保もすること等の意見がございました。また，アンケー

トの自由意見の回答につきましては，障がい者家族からの生の声であり，

計画への反映だけではなくて，具体的な需要という形で対応を行って欲

しいという意見もありました。説明は以上となります。よろしくご協議

のほどお願いします。 

竹内会長 ありがとうございました。この件に関し，障がい者福祉分科会の会長

の小田委員から補足等がありましたら，よろしくお願いいたします。 

小田委員 報告の内容としては，今，羽田課長からあったとおりです。 

前回の対面式で行われた本会から，本日の間で前年度から合わせて 3

回程分科会を行いましたが，いずれも委員の皆様から活発な意見等があ

り，有意義な審議ができていたと思います。社会福祉課の皆さんも真摯

にお答えをいただきまして，本日のような資料が完成されていると思い

ます。引き続き，この計画の策定に向けて，努めて参りたいと思います

ので，よろしくお願いいたします。 

竹内会長 ありがとうございました。 

では、只今の説明について委員の皆様のご意見、ご質問等がありまし

たらお願いします。 

では，まずお尋ねしたいことがあるのですが，統計の結果を見ると，

色々なサービスを受給する人，或いは何かに認定される人の数が，右肩

上がりに増えているような印象を受けます。その背景にはどのようなも
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のがあるのでしょうか。 

社会福祉課長 サービスの利用というところですが，サービス事業所が充足されてい

ることがやはり大きいポイントであると思います。やはり，利用できる

場所が確保されてないと，希望されても提供できないというところがあ

りますので，市内での事業所確保が一つ大きなポイントになってくると

思っています。 

竹内会長 地域としてサービスの提供の量が増えているから，様々な数値が右肩

上がりになっているということで，例えば，サービスを受けなければな

らないような人たちが増えているというよりは，うまくニーズにマッチ

してきているという印象で考えればよろしいでしょうか。 

社会福祉課長 対象者につきましても，年々障害者手帳の所持者や，自立支援医療の

受給者はやはり増えています。そういった方に対して今提供できている

というところで，今の状況で増えていく方に対して十分であるかという

と今後の見込みを含めて，さらなる確保が必要になってくると考えられ

ます。 

その際に，量的な確保も重視されていますが，それに内容的な質の確

保についても，併せて考えた上で，確保の方策を考えていった方が良い

かという意見が分科会では挙がっています。 

竹内会長 ありがとうございます。右肩上がりになることはおそらく，以前はサ

ービスの対象にならなかった人が沢山いたのかと思いますが，少なくと

もこの地域では，時間を追ってそういった状況が無くなってきているし，

かつ，そこにあるニーズに対して適切に対応ができているというような

ことではないかと思います。 

例えば難病制度はできて割と短く新しいもので，かつ新たな疾患がど

んどん加わっていたりすることで，統計が取りにくく分かりにくい分野

だと思いますが，そういった分野も含めて，とにかく見落とされている

人が，どんどん少なくなっているというのは喜ばしいことのように思わ

れます。 

一方で，ニーズに関して質を追求するというのは，かなり贅沢な悩み

なのかもしれませんけれども，ぜひそちらの方は，この市として特色が

あるものだと思われますので，追求していただきたいと思っているとこ

ろです。 

さて皆様，ご意見，ご質問いかがでしょうか。 

城賀本委員 分科会でも出たと思いますが，78ページの一般就労への移行者数とい

うことで，0人から 1人にしたいという目標があります。厚労省の案で

1.26倍以上の数値を目標とするところで，計画するのは良いが実現の可

能性はあるのでしょうか。具体的に，今までとはどういうこと，どうい

う違いがあるのか，何か新しい対策を行って，実績を 0 人から 1人にし

ようかというお考えはあるのでしょうか。 

社会福祉課長 ご指摘のところである就労継続支援Ａ型Ｂ型の利用者からの一般就労

は，確かに実績が無くて，その方策はかなり難しいものがあるかと思い

ます。 

特にＢ型は福祉的就労の側面があるところですのでかなり難しいと思
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います。現状，私ども社会福祉課では生活困窮の方も担当しておりまし

て，就労支援というところでは，今の社会的に厳しい状況もあるところ

がありますので，かなり難しい部分がありますけれども，就労支援を利

用している方々の中でその作業を行っていくにあたり，その事業所にお

いて，一般就労に移行できる期待が持てる方をどのようにしていくかと

いうところで，連携しながら行っていくことが必要になると思います。 

また，今年の 6 月に障がい者の就労，雇用に関する法律の改正がござ

いましたので，一般企業においても法定雇用率において，障がい者の雇

用を促進するというところがあります。そういった面で守谷市でこうし

ようというのは今後検討しなくてはいけないところであると思います

が，就労移行支援も含めてそのような事業者やハローワークと話を進め

ていく，どういった形のものができるかはこれから検討する形になって

しまうと思いますが，そういう目標を持っていきたいと考えています。 

城賀本委員 これは本当に難しい問題だと思うので，この計画が終わった時に，こ

れが是非達成できているように，努力していただきますように思います。 

竹内会長 これに関連して，就労継続支援Ａ型，就労継続支援Ｂ型について簡単

に説明していただいた方がよろしいかと思います。 

社会福祉課長 就労継続支援Ａ型事業，Ｂ型事業につきまして簡単にご説明申し上げ

ます。基本的には就労継続支援として，その事業所で就労する形態とな

ります。Ａ型は基本的に雇用契約に基づく就労という形となります。い

わゆる企業的な雇用契約形態での就労利用というような形です。Ｂ型は

雇用契約ではなく，福祉的な作業，昔で言う作業所というイメージかと

思います，そちらでの軽作業を行うことでの就労，というような違いが

あるということで，ご了解いただきたいと思います。 

竹内会長 そう考えますとＡ型，Ｂ型いずれも元年度の実績が 0人ということで，

やらなければいけない努力というか，どのようなケアをしなければなら

ないかを考えると，Ａ型とＢ型ではかなり違っていると考えてよろしい

ですか。 

社会福祉課長 実際に利用している方々の状況や内容も，考えなくてはいけないかと

思います。実際，そのＡ型，Ｂ型での利用者の状態に応じて対応が変わ

るというのは考えられることだと思っています。 

竹内会長 かつ，かなり個別性が高くてそれぞれの人生の目的や，願いを叶える

といったことも含めて検討できると良いサービスになるのではないかと

思います。どうぞよろしくお願いします。その他いかがでしょうか。 

佐久間委員 私は分科会の方にも参加していましたが，この対象者が増えていると

いうのは，このような制度があるということが周知され，利用しても良

いのだと皆様の中に浸透してきたということでもあるので，良いことだ

と私は思っています。 

実際，私の子どもも利用していますが，どこまで使って良いのか，例

えば放課後デイサービス等は税金を使っているわけなので，どんどん増

えていくのが，ちょっと心苦しいところでもあります。 

竹内会長 かなり制度の根本に関わる質問のように思われますが，事務局あるい

は部長いかがでしょうか。 
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保健福祉部長 事業所が増えていくのは大変結構なことですし，先程会長がおっしゃ

ったように，今までサービスを使用したくてもできなかった方が利用で

きるようになるのは非常によろしいことかと思います。 

先ほど雇用の件についても，まだまだＰＲが足りてないのかなと思っ

ております。昨年度はＩＴ関係の障がい福祉サービス事業所ができまし

たが，なかなか利用はされていません。我々もなかなか，一つの事業所

だけをＰＲするというのは難しいので，ふくしまつり等を通じて，少し

ずつＰＲしていこうと考えていました。今年度はふくしまつりという形

でのイベントはできませんので，今後また何らかの形で，事業所を増や

す，そして事業所の活用と，どのように使っていただけたら良いのかと

いうことも含めてＰＲをして，利用される方の不安を解消していくとい

う形が必要かと思います。そこに企業等も協力していただければ，何か

しら就労の形のきっかけになるのではないかなと考えているところで

す。 

社会福祉課長 サービス利用の基本が，利用する側のご意見からというのは，大きな

ことだと思います。どこまで必要なのかと考え，その方々の状態等色々

な事情，環境があるかと思いますので，基本的に障がいをお持ちの方は

まず，その住み慣れた地域，家庭で生活を続けるために必要となるサー

ビスをご利用いただきたいということが基本的な障がい福祉の考え方だ

と思っています。 

ですので，ご自身でできるところはご自身で努力されているかと思い

ますが，なかなか難しいというところは，うまくサービスをご利用いた

だき，安心して楽しい生活を送ることができるような，守谷市の社会づ

くりに寄与していきたいという考えでいます。そのための一つの方策を，

定めていくものとして今回の計画を考えているというところです。 

竹内会長 ありがとうございました。佐久間委員から，税金を使ってしまうのは

心苦しいという意見がありましたが，まだまだサービスを使うという意

識が行き届いていないところが地域にあって，それで数値が伸びている

傾向があるのではないかと思います。ですから，この税金を投入すると

か予算の規模などは必要なニーズに合わせて少しずつ大きくなっていか

ないといけないと思います。 

その一方で，一人一人に対して，課長がおっしゃられていた，きめ細

かいサービスも実施していかなければいけないだろうと思います。この

きめ細かいサービスは何かというと，杓子定規に同じサービスを提供し

てしまって，結果として，無駄なサービスになっているとか，ご本人に

とって苦痛なサービスになっているとか，或いは自立を妨げているサー

ビスになっているということがあってはいけないと考えなければいけな

いと思います。その観点から言うと，このような会議でそういったもの

を洗い出していくということが重要であろうと思われます。分科会でも

恐らくそのようなことを議論されたものと思いますが，今後とも，より

充実したサービスが進んでいくにあたって，しっかりと見直していくと

いう役割が我々に与えられているように思います。引き続きどうぞよろ

しくお願いいたします。その他いかがでしょうか。 
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新田委員 今，やはり色々なサービスが増えてきたところで，やっぱり相談支援

専門員，私のような仕事のものが，十分なアセスメントや，ニーズの洗

い出しをして，その方に，より良いサービスを提供できるような計画や

事業所の資源の確保も努めていければと思います。先程あった，Ｂ型か

らの一般就労というのは非常に厳しいところが実際ありますが，移行支

援からＢ型に移動して，そこからまたステップアップしていくというの

はとても大変なことですので，その点も，事業所とも一緒に連携してで

きるようになれば良いかと思っています。以上です。 

竹内会長 他に意見等無いようでしたら，この協議についてはここまでというこ

とでよろしいでしょうか。意見の聴取をして，今後の進め方についての

注意事項が今日は示されたというような形で考えていただければよろし

いかと思います。どうもありがとうございました。 

 引き続きまして協議事項№2「第 8 期守谷市高齢者福祉計画・介護保

険事業計画及び守谷市成年後見制度利用促進基本計画素案について」介

護福祉課及び，健康長寿課から説明をお願いします。 

なお，報告事項№8 の「令和 2年度第 2 回及び第 3回地域包括ケアシ

ステム分科会報告について」も併せてお願いします。 

介護福祉課長 報告事項№8「令和 2年度第 2回及び第 3回地域包括ケアシステム分

科会開催報告について」は，計画と関連する内容のため，先に説明させ

ていただきます。 

資料の報告事項№8－①をご覧ください。まず，9月 17日に開催した

第 2回会議では，1 点目として，「介護保険事業に係る保険給付の円滑な

実施を確保するための基本的な指針（案）」と，「ニーズ調査の自由記載」

について，2 点目として，「第 8期高齢者福祉計画・介護保険事業計画・

成年後見制度利用促進基本計画」の素案について，計画の考え方，内容，

表記方法などについて，ご意見をいただきました。 

また，第 8期計画のスケジュールも説明しました。資料の裏面をご覧

ください。この内容を踏まえ，10 月 1日に第 3回の会議を開催し，「第

8期高齢者福祉計画・介護保険事業計画・成年後見制度利用促進基本計

画」の素案を審議会に提出することの了承をいただくとともに，次のス

テップであるパブリックコメントの実施に向けて進めていくこととしま

した。報告事項は以上です。 

それでは，協議事項№2「第 8期守谷市高齢者福祉計画・介護保険事

業計画及び成年後見制度利用促進基本計画（素案）」について，説明しま

す。資料の協議事項№2－①をお願いします。 

分科会でのご意見等を踏まえて，「第 8 期守谷市高齢者福祉計画・介

護保険事業計画及び守谷市成年後見制度利用促進基本計画（素案）」を作

成しました。時間の都合がありますので，概略の説明になること，ご容

赦ください。 

はじめに，2ページをお願いします。計画の位置付けに記載がありま

すように，本計画は老人福祉法第 20条の 8及び，介護保険法第 117条

に基づき，高齢者施策を総合的に推進するため，両計画を一体的に計画

することとし，高齢者施策に関する基本的な目標を設定し，取り組むべ
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き施策全般を定めるとともに，要支援・要介護認定者や介護保険サービ

ス量，介護保険事業量等の見込みを定めるものです。 

計画の構成は，目次のとおり，6章の構成となっています。計画の基

本理念と基本的方向は，51ページに記載していますが，団塊の世代の方

たちが 75歳以上となる令和 7年（2025年），さらには，団塊ジュニア

世代が 65歳以上となる令和 22年（2040年）には，人口構造が大きく

変化することが見込まれることから，将来を見据え，高齢者が地域で安

心して生活し続けられるよう，安定的に公的介護サービスが受けられる

ことと合わせて，市民による地域性を生かした，助け合い・支え合いの

仕組みを推進することが重要となります。 

高齢者を取り巻く状況の変化や，高齢社会における諸課題に対応する

ため，市における高齢者施策の基本的な考え方や，目指すべき取組を総

合的かつ体系的に整え，高齢者福祉及び介護保険事業の方向性を示すこ

とを目的として，令和 3年度から令和 5 年度までの施策を，策定しまし

た。 

基本理念は，第 7期計画までの基本理念をさらに進め，地域包括ケア

システムの構築を着実に進めていけるよう，「住み慣れた地域で健やかで

幸せに暮らせるもりや」を基本理念としました。 

第 8期計画では，第 7期計画の地域包括ケアシステムの取組を継承し，

さらに高齢者の介護予防を推進すること，認知症の方や家族が周囲や地

域の理解と協力のもと，暮らし続けることができる体制の構築を重要課

題として取り組む方針です。 

52ページから 54ページの基本目標は，基本理念に沿った高齢者保健

福祉の実現に向けて，本計画では次の四つの基本目標に沿って，高齢者

保健福祉施策を推進します。 

基本目標 1「高齢者が住み慣れた地域で暮らせる仕組みづくり」 

基本目標 2「高齢者が元気で自立した生活ができるための支援」 

基本目標 3「高齢者のニーズに応じた公的サービスの提供」 

基本目標 4「介護保険事業の円滑な実施」 

特に認知症対策（認知症予防の推進，認知症の方を地域で支える見守

り支援），フレイル予防，生活習慣病予防を重点取組としています。 

次に介護保険料についてですが，本日配付の差替資料にて説明いたし

ます。本日配布した資料に一部訂正がございます。98ページの表の上に，

所得段階別保険料額（年額）とありますが，こちらの年額を月額に訂正

をお願いします。 

国の指針では，令和 7年（2025年），令和 22年（2040 年）を見据え

た介護保険料を設定することが求められ，市は急激に保険料が上昇しな

いよう精査を進めています。しかし，新型コロナウイルス感染症の影響

により，国が作成する保険料算定に必要なデータが遅れており，この表

に全てが含まれていないこと，県との調整がこれから始まること。この

ような理由から，本日初めてお示しできる状態となりましたが，資料に

おける各項目の数字は今後変動いたしますので，ご了承願います。引き

続き，介護保険料が適正なものとなるよう精査を進めて参ります。 



 13 

そこで，委員の皆様にはご確認いただきたい点が 2点あります。まず

1点目として 88ページをお願いします。この表の下から 2番目にありま

す，医療と，介護のニーズを併せ持つ要支援，要介護認定者の受け皿と

して，看護小規模多機能型居宅介護を，この 8期計画において新規に開

設を目指します。理由としては，資料№2－①の 41ページにあります，

市内で介護サービスを提供している事業所調査において，今後ニーズが

高まると想定されるサービスとして，看護小規模多機能型居宅介護が上

位であったことから，開設を目指すものです。 

次に 2点目，77ページから 88ページにかけて，各介護サービス等の

推計をお示ししています。ご覧いただくと全体的に増加していることが

確認できます。それを受けまして 92ページから 97ページにおいて，ど

のくらいの経費がかかるのかをお示ししており，それぞれを計算して，

98ページに介護保険料を掲載しました。 

基準額となる 5段階では，現行の第 7期計画では月額 4,300円ですが，

第 8期計画では月額 4,844 円としています。これは資料№2－①の 8 ペ

ージの守谷市の推計人口からも分かるように，次期計画である第 9期計

画において，高齢者人口の急激な増加が見込まれることから，サービス

利用の増加も同様に見込まれ，急激な保険料の増加とならないように設

定した額であります。 

なお，冒頭にもお伝えしましたが，本日お示ししました数値は暫定的

なものですので，今後，国の詳細なデータの取り込みや県との調整によ

り，数値が変動することをご承知おきくださいますようお願いします。 

次に，守谷市成年後見制度利用促進計画（素案）につきましては，健

幸長寿課の稲葉次長から説明します。 

健幸長寿課長 それでは第 6章「守谷市成年後見制度利用促進計画について」ご説明

します。 

まず，計画書の 106～107 ページをご覧ください。「第 1 節 はじめに」

に記載していますように，成年後見制度は，認知症や知的障がい，精神

障がい等により判断能力が十分でない方が，成年後見人を選任すること

で，財産管理や権利の保護などを行うための制度です。 

制度の利用促進に関する施策を総合的かつ計画的に推進するために，

今回は第 8期守谷市高齢者福祉計画・介護保険事業計画と一体的に作成

しています。守谷の特性としては高齢部門主管課が，成年後見の主管課

としていますので，まず，基本のベースを作るために，介護保険計画の

ところに位置付けて進めるという考えで策定しています。 

まず計画期間は令和 3年度から令和 8年度までの 6年間として，第 9

期高齢者福祉計画・介護保険事業計画の策定時期の令和 5年度に中間見

直しを行う計画です。 

計画書の 115 ページをご覧ください。こちらに基本方針及び基本目標

を記載しています。それ以降に基本目標，それぞれに取り組むべき事項

を書いています。特に基本目標として四つの柱を掲げていますが，この

3年間の中で基本目標 3の 118ページをご覧ください。 

こちらの基本目標 3，地域連携ネットワークを構築することが優先的
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課題として取り組む計画です。関係機関との連携を強化することで，制

度の利用が今よりもずっと促進できると考えています。関係機関との連

携は，令和元年度から着実に進めて，実際には来年度から本格的に稼動

する計画です。簡単ですが説明は以上となります。 

介護福祉課長 協議事項№2－⑤にスケジュールがありますのでそちらをご覧くださ

い。今後のスケジュールは，社会福祉課と同様に，11 月 17 日からパブ

リックコメントを実施し，12月の下旬，分科会におきましてパブリック

コメントの報告，それから計画の最終案として提示させていただきます。 

その後，1月 20日予定の保健福祉審議会で，パブリックコメント報告

と，計画（最終案）の諮問・答申をいただく予定でございます。説明は

以上です。ご協議のほどよろしくお願いいたします。 

竹内会長 では分科会長の田中委員より，補足等ございましたらお願いいたしま

す。 

田中委員 9月 17 日に開催した分科会では，協議を行った素案に対して幾つか意

見が出ましたが，それが 10 月 1日に開催した分科会では提案したこと

がほぼ計画に盛り込まれていたことにより，大変良い計画になっている

のではないかと思っています。その中で，介護人材を確保することにつ

いて今回盛り込まれたということで，大変素晴らしいのではないかと思

います。 

竹内会長 では，本件に関しまして，委員からご意見・ご質問・コメント等があ

りましたらよろしくお願いいたします。 

ちなみにこの素案が出てくるタイミングですが，他の市町村と比べて

早いのでしょうか。 

健幸長寿課長 今の段階で素案を作成しているのは遅い方ではないと思います。実は

コロナ禍で，他の市ではニーズ調査という，計画策定をする上でとても

大事な調査を前年度実施できず，今年度になってしまい，進みが随分と

遅いということも聞いています。このような状況下では標準的に進んで

いる，もしくは県内では早い段階で進んでいると理解しています。 

竹内会長 私も同じ認識です。とても早くて素晴らしいと思います。十分に議論

の時間もあろうかと思いますので，しっかりと議論を進めて，パブリッ

クコメントを 11月に開催することは通常なのかもしれませんが，非常

に適切なタイミングで行っておられて，このコロナ禍において，市役所

も努力しておられるのだろうと思いました。 

分科会の委員の方々も随分とご苦労なさっているだろうと思います

が，この時点でこれだけのものができていることは本当に素晴らしいこ

とだと思います。他の市町村ではまず考えられないと，正直申し上げて

おきたいと思います。 

さて，内容に関して一つお尋ねしたいことがあるのですが，地域密着

型サービスの中で，看護小規模多機能型の話がありましたが，まず，地

域密着型サービスというものがどういうものであるか，そして，その中

から，看護小規模多機能事業が計画の中に取り込まれていくということ

ですが，そちらは，どのような議論，或いはどのような根拠に基づいて

行われているか教えていただければと思います。 
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まず話が錯綜してしまうと思うので，地域密着型サービスというもの

がどのような位置付けになるかを教えていただければと思います。 

介護福祉課長 地域密着型サービスは，「住み慣れた地域で受けるサービス」というこ

とで，基本的には，利用者はサービス事業所のある市町村の住民に限ら

れるということになり，地域密着型介護老人福祉施設入居者生活介護に

おいては定員が 29 名以下の小規模な介護老人福祉施設ということにな

ります。 

同じく地域密着型特定施設入居者生活介護は，定員 29 名以下となっ

ています。地域密着型の通所介護については，定員 18 名以下の小規模

な通所介護施設ということになっています。 

それから，看護小規模多機能型居宅介護については，報告事項№2-①

の 41ページをご覧ください。市内の介護サービスを提供している事業

所，市内の約 30事業所に調査を行ったところ，介護医療院と同率で看

護小規模多機能型居宅介護が，今後最もニーズが高まると想定されるサ

ービスであるとの結果となりました。看護小規模多機能型居宅介護とは，

通い，泊まり，訪問看護，訪問介護の四つのサービスを一体的に受けら

れる施設ということになります。 

健幸長寿課長 補足説明させていただきます。看護多機能を 8期計画になぜ入れたか

と言いますと，やはり高齢者が増えていく中で，また第 2号被保険者で

もがんの末期の方等で医療依存度が高く，医療と介護の必要性を合わせ

持つ方が増えていくだろうということが予測されています。 

また，地域包括ケアシステムの概念「住み慣れた地域で，最後まで，

暮らせるように」という，そういった理念があります。 

そうすると，この医療依存度が高い方を今実際に介護の場面でなかな

か受け入れることが難しい方も多くなっています。 

そうなると，やはり医療のまま，そこで病院の中で暮らす選択しかな

いということではなく，やはりその方が最後まで自分らしく生活するた

めには，こういった看護，医療面も付いた，そしてまた，通いの場，デ

イサービス，訪問看護等医療面も強化された事業所，これは在宅サービ

スですので，こちらを入れることが，高齢者が増えていって医療依存度

が高い方が一定数出たとしても，最後まで自分の選択の中で，暮らしが

できると考えたため，2025年に向けて体制を整える一つの方策として今

回初めて入れてみました。 

竹内会長 ありがとうございます。ちなみに地域密着型サービスの多くは市町村

の権限で作ることができるものということで，計画をしっかり立てると，

県がというよりも，市自身の計画の中で実施していけるようなサービス

であり，それに対して，特別養護老人ホームや介護老人保健施設や介護

医療院は，県の権限が強いもので，なかなか市のニーズを反映させるよ

りも，県全体のバランスを取るというところになってしまうのかなと思

っていました。 

その中で，今のご説明から考えますと，医療依存度が高い人が今後増

えていくだろう，というような観点から，施設を市独自で作るというこ

とは制度的に難しかろうと思いますが，その中で，小規模多機能の施設
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を作っていくという方向に舵を切られた，かつ，今お話を聞いていくと，

これから増えていくようなニーズ，それに対しても戦略的なポジション

として，地域密着型サービスでカバーしていくという決意であるように

思いました。このあたりはいかがでしょうか。 

保健福祉部長 今，稲葉次長から話があったとおり，この小規模多機能の事業所は実

は 6期の時から議論がありました。ただその時はまだ，特別養護老人ホ

ームの施設数が不足している状況でした。その後，新しくやまゆりの郷

やアイケア等介護老人保健施設等を立ち上げていただいて，充実して参

りました。 

今年度は，また 40 床を増築という形で，やまゆりの郷より拡充して

いただいています。やはりこの次の段階として，今，次長が申し上げた

とおり，次の戦略として，やはり在宅でいながら，また必要に応じて通

所やショートステイができる事業所が必要ではないかという形になって

います。 

さらに健幸長寿課という形で組織立てをしていますので，計画及びそ

の推進に向けて邁進していくと考えています。以上です。 

城賀本委員 前期（第 7期）では別の地域密着型サービスを作ろうということで，

応募する事業所がなくて断念したことがあったかと思いますが，これも

定額制ということで，事業者の経営自体，かなり大変な状況になる可能

性はあるのではないかと思います。 

その運営の仕方にもよるのでしょうが，その見込みはどうなのでしょ

うか。通常のショートステイやデイサービス等の介護を行っているとこ

ろでも，通常看護師がいらっしゃいます。今の看護小規模多機能型居宅

介護事業所は規模が小さくて，訪問看護もやるというようなイメージな

のでしょうか。 

健幸長寿課長 おっしゃるとおりで，基本的には小規模になります。ここに訪問看護

があって，さらに必要な時には，家族の都合や理由で，ショートステイ

を利用するのも可能で，必要な時に訪問看護，訪問ヘルパーも来てもら

える，通い慣れた事業所のスタッフたちによって，このパッケージの中

で，全部利用ができるということです。 

今期の 7 期計画において，昨年度小規模多機能型の公募をかけさせて

もらったのですが，そちらは訪問看護というところは入っておらず，何

らかの医療処置が必要な人たちとなると，やはり訪問看護師とのセッシ

ョンが必要と思います。こちらが入っているということが一番大きい所

だと思います。 

城賀本委員 事業所の方も採算の面からいくと，前年度の小規模多機能よりもハー

ドルが高いように見えますので，その辺りが課題になるのではないかと

いう気はいたします。 

竹内会長 今ご指摘あったことに関連しては，例えばどの要介護度を狙っていく

のかによって報酬が変わってくることもあると思いますし，報酬は上が

ったけれども，人員の投入が増えてくると，人員の確保の問題が発生し

てくるということで非常に経営が難しいというふうに聞いています。 

ですから，戦略的に看護小規模多機能事業を実施していく，充実させ
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ていくということであれば，それに見合ったサポートをしっかりと地域

として，市として実施していけるという背景が無いと上手く回らないの

かなと思います。 

一方で，上手くいっている施設は、相当上手くいっていると聞いてい

ます。ですから，そちらのノウハウを是非受け入れることが重要かと思

われ，その場合も事業者がしっかりとノウハウを持っているだけではな

くて，それを支えていかれる市役所もしっかりとなさった方が良いので

はないかと思います。 

フォーマルなケアとしては，従来のサービスに加えて地域密着型サー

ビスを充実させていく，しかも，高齢化するタイミングが他の地域が少

しずれて遅れてくるということがあって，色々な工夫が必要になると思

われます。それに合わせて，例えば地域の活動の充実とかはどのように

図っていけばよろしいものでしょうか。例えばシニアクラブの充実，そ

の辺りについてはどのように考えたらよろしいですか。 

健幸長寿課長 今日もシニアクラブ代表にいらしていただいていますが，やはりシニ

アクラブに関しては団体として組織的になっています。他市ではだんだ

ん会員数も減っているといった状況の中で守谷では，毎年少しずつ増え

ています。これを継承できるように，地域の中での啓発活動も会長が中

心となってやっていただけていること，飯塚会長はじめ，地域の中でま

ず，地域の特性，地域に見合った活動をしているというのが守谷のそれ

ぞれのクラブであると思っています。 

ただ，事務局として，コロナ禍で色々と変わっていく中でどうやって

活発になっていくかというところは，この活動する団体の大元の会長は

じめ，知恵を出しながら進めていきたいとは思っています。 

飯塚委員 全体の活動状況がどうかは単位クラブ毎に異なっています。他のクラ

ブの活動は理解できていませんが，私の地区では定例会として月に 1回，

町内の公民館に集まりまして，皆さんと会話して，今はできないのです

がカラオケをしたりしています。 

また，私の地区には上町公園という公園があり，そこに花壇がありま

すので，その花壇を市の公園里親制度に申し込み，花壇の花の手入れを

行っています。 

今回はバス旅行という形で，海浜公園に行くような形にしています。

他のクラブがどういうものかは分からないのですが，私の地区ではそう

いう形でやっています。 

竹内会長 ぜひ活発な活動を続けていっていただき発展していけばと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。 

その他いかがでしょうか。では，この件に関して特になければ，協議

に関してはここまでとさせていただきたいと思います。どうもありがと

うございました。 

 続きまして，報告事項№3「令和 2 年度第 1回地域福祉推進委員会（書

面協議）の開催報告について」ということで，社会福祉課からお願いい

たします。 

社会福祉課長 それでは報告事項№3「令和 2年度第 1 回守谷市地域福祉推進委員会
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（書面協議）の開催報告について」を報告します。 

資料№3－①及び№3－②をご覧ください。議題は第 2期守谷市地域福

祉計画の令和元年度分の取組状況についてです。 

委員からは，大きく分けて三つの分野の質疑等がありました。一つ目

は，支え合い助け合いを行う体制などの質疑等についてです。各地区で，

現在，組織されていますまちづくり協議会等に，生活支援コーディネー

ターとして，社会福祉協議会の職員が配置されていること，その支援を

行う具体的な支え合いの支援を行う体制として，現在行われている「ほ

ほえみサービス」を充実させていくことで推進していくこととしていま

す。なお，「ほほえみサービス」につきましては，資料№3－②の 4ペー

ジ以降に，リーフレットをコピーで添付していますのでそちらをご参照

ください。 

二つ目は，安心して暮らせる地域づくりについてで，新型コロナウイ

ルス感染対策として，新しい生活様式に沿ってできる範囲での活動に取

り組んでいただきたいということです。 

三つ目は，全般的な事項ということですので，そちらは各項目の詳細

について資料でご確認ください。 

報告は以上です。 

竹内会長 この件について，討議事項等ありましたらお願いいたします。 

では特にないようでございますので次の項目に進めさせていただきた

いと思います。 

報告事項№4「令和 2年度第 1回自立支援協議会の開催報告について」，

それから，報告事項№5「令和 2年度第 2回自立支援協議会の開催報告

について」，社会福祉課からお願いします。 

社会福祉課長 それでは報告事項№4と№5「令和 2年度第 1回及び第 2回の地域自

立支援協議会開催報告について」報告します。資料として報告事項№4

をご覧ください。 

地域自立支援協議会は奇数月に 1回，2 ヶ月に 1 回行う形でしたが，5

月の 1回目につきましては，開催を予定しておりましたものの，新型コ

ロナウイルス感染拡大リスク回避のために中止となりました。 

次に令和 2年度第 2 回守谷市地域自立支援協議会で，資料として報告

事項№5 をご覧ください。今回，委員の改選があり，2 回目で初めて委

員の顔合わせをさせていただき，委員長・副委員長の選任を行いました。 

議題は，報告事項として守谷市障がい福祉計画（第 6期）と守谷市障

がい児福祉計画（第 2期）の策定業務スケジュール等を報告しました。

この内容は今年度の計画策定に当たっての保健福祉審議会障がい者福祉

分科会，地域自立支援協議会等とパブリックコメントのスケジュール等

を報告させていただきました。 

2点目として，株式会社カスミとの包括連携協定について報告しまし

た。今年度，守谷市と株式会社カスミが包括連携協定を締結し，その協

力事項の中に障がい者支援に関することが含まれているということ，そ

の障がい者支援に対する内容の詳細は，今後協議することとなりますが，

大枠としては，障がい者福祉サービス事業所での制作物の展示・販売な
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どを検討することとしました。その詳細の検討に当たっては，自立支援

協議会の中でも，協力依頼や状況報告等を行うことを報告させていただ

きました。報告は以上となります。 

竹内会長 以上の報告について何かコメントがある方はいらっしゃいますか。 

こちら特になければ次に進めさせていただきたいと思います。 

 次は，報告事項№6「令和 2 年度第 1回健康づくり分科会の開催報告

について」こちらは保健センターからお願いいたします。 

保健センター

所長 

報告事項№6「令和 2年度第 1回守谷市保健福祉審議会健康づくり分

科会の開催内容について」ご報告いたします。 

議題として 2点あり，1点目が「第 2次健康もりや 21 計画令和元年

度の取組状況について，2 点目が，「いのち支える守谷市自殺対策計画令

和元年度取組状況について」であります。 

まず，「第二次健康もりや 21 計画」の令和元年度における取組状況に

ついてですが，この計画は，健康増進法で定められた市町村健康増進計

画として健康づくりの目標や施策の方向性を定めたものです。計画期間

は平成 26年度から令和 3年度までの 8 年間で，栄養・食生活，身体活

動・運動，休養・こころの健康，生活習慣病予防などの八つの目指すべ

き姿を定めています。健康づくり分科会での質疑等の内容につきまして

は会議録のとおりですが，委員の皆様から活発なご意見，質問等をいた

だいております。 

続きまして，「いのち支える守谷市自殺対策計画」令和元年度の取組状

況についてですが，本計画は自殺対策基本法第 13条第 2項に基づく市

町村自殺対策計画であり，国の自殺総合対策大綱と総合性を図り策定す

ることとされており，全ての都道府県及び市町村での策定が義務付けら

れているものです。本市では平成 30年度に策定しています。  

本市の自殺対策は，「市民一人ひとりの気付きと見守りの促進」，「自殺

対策に係る人材の確保」などの八つの基本施策と，重点施策である「子

ども・若者に対する支援の充実」で構成されており，それら施策の実績

について報告させていただきました。 

昨年の守谷市における自殺者数は 6 人でした。参考として，平成 29

年が 8人，30 年が 6人で，今年はまだ詳しい分析等は出ていませんが，

7月末までに 2 人の方が自殺でお亡くなりになっています。ここ近年，

自殺者数は減少傾向にありますが，全国的に 8月及び 9月の自殺者数が

昨年に比べ増えている傾向があり，少なからずコロナの影響が出てきて

いるのではないかと感じています。 

分科会では，委員の皆さんから色々と意見をいただいた中で，ゲート

キーパーの養成について，人には向き不向きがあるのではないかという

ご意見がありました。事務局といたしましても，その辺りのところは十

分理解していますが，やはり身近な人が自殺のサインに気づき，話を聞

き，相談機関に繋げられるような状況が理想と考えており，多くの方に

ゲートキーパーになっていただけるよう，受講機会を設けるようにした

いと回答しました。 

第二次健康もりや 21計画，いのち支える守谷市自殺対策計画，第二
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次守谷市食育推進計画は，令和 3年度で計画期間が終了します。令和 4

年度からはこの三つの計画に，新たに母子保健計画を加え，四つの計画

を一本化した形での計画の策定を予定していますので，委員の皆様には

ご協力の程よろしくお願いいたします。 

最後に，保健センター改修工事の実施状況についてお知らせいたしま

す。保健センターは，平成 4 年の建築後 30年近く経っており，老朽化

が進んでいます。令和元年度には外壁と屋上防水等の改修工事を実施い

たしました。来年度からは，内部の大規模改修工事を予定しており，現

在は実施設計を行っているところです。また工事の概要等が決まりまし

たら，委員の皆様に改めてご説明したいと思います。 

竹内会長 委員から何かコメントや質問がある方いらっしゃいますか。お願いし

ます。 

清水委員 今のご報告についてお尋ねします。自殺者が 2人ということで，原因

がまだ分析できていないということですが，過去の自殺者の原因は分か

っているのでしょうか。それと，小学生，中学生等のお子さんもいるの

かどうかをご説明いただけば有難いです。 

保健センター

所長 

市の自殺対策計画では，平成 22年から 29年までの 8年間の累計が出

ております。自殺の原因別では，健康問題が 27 人で 1 番多く，続いて

不詳が 26人，経済・生活問題が 19人となっております。年代別割合で

は，20代が 25％，30代が 19％，40代が 18％と，若い世代が多く，20

歳未満は 1名となっています。重点施策としているとおり，やはり若者

に対する自殺対策を重点的に進めていく必要があると考えています。説

明は以上です。 

清水委員 ありがとうございました。そうするとお子様，例えば，小学生，中学

生等でいじめが原因で，全国的には夏休み明けに亡くなる子どもさんも

いるのですが，守谷市の場合はあまりそういうケースはないということ

で理解しました。 

竹内会長 今の質問に関連してですが，議事録の方に身近な人が自殺のサインに

気づき，話を聞き，相談機関等に繋げられるような状況が理想と考えて

いるとあります。この夏過ぎから緊急事態的に数が増えているのではな

いかということですが，自殺のサインに気付かれたり，話を聞いたりす

る機会，或いは相談機関等に繋がっているケースは増えているものでし

ょうか。 

保健センター

所長 

具体的な数字というのは拾えていないのですが，緊急事態宣言が出た

ときは，やはり色々な意味で不安になる方が多かったようで，保健セン

ターへの相談の電話は増えたのかなと思っております。 

ただ自殺者数は，守谷市では昨年度より減っていますので，自殺に繋

がるものは少なかったのかなと感じております。 

竹内会長 ありがとうございます。そうすると施策がうまくいっていて，自殺と

いう最悪のものに繋がるケースは防げている可能性があるのではないか

ということですね。 

児童福祉課長 児童福祉課では，家庭児童相談室というところでお母様方の心配等の

相談を受けています。やはりこのコロナ禍の中で，最初の頃は割と少な
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かったのですが，だんだん落ち着いてきた頃に，今から少し前ぐらいの

段階では，とても相談が多くなっていました。それは自殺に繋がる問題

ではないのですけれども，子育てに関する悩みがとても増えてきている

と相談者の実感として感じているところです。 

家庭でお子さんと家にいる中での対応の悩みが 1番多いところかなと

は思っているのですが，寄り添うような形で対応をさせていただいてい

ます。以上です。 

竹内会長 ありがとうございました。大変心強いものだと思います。 

城賀本委員 おっしゃるように，緊急事態宣言が収まった後，学校が始まった頃か

ら学校に行くのを渋る子ども，精神的にトラブルを持っているようなお

子さんがかなり増えています。 

小田委員 この数字は自殺者数ということなので，既に亡くなっている方の数だ

と思うのですが，実際に自殺企図や希死念慮のある方，未遂に終わる方

や実際に自殺行為をしてしまったけども失敗した方という方の数は，恐

らく実際のところは把握できないかと思われます。 

そうすると，医療機関や福祉事業所がそういったケースを抱えている

ことが結構あると思いますので，その辺りの連携も視野に入れて，何か

計画なりを立てていただくと良いのかなと思いました。以上です。 

竹内会長 ありがとうございます。数の観点から少なくとも見る限りでは，いろ

いろ最悪の事態を回避するための努力は功を奏しているのではないかと

思われますので，その功を奏している背景に皆のどんな努力があるかを

可視化することが大切で，そういったものを上手く繋げていきましょう

というご提案だったのではないかと思います。是非その辺りの努力をお

願いしたいと思います。 

 続きまして，報告事項№7「新たなフレイル予防対策等について」，健

幸長寿課からお願いします。 

健幸長寿課長 それでは報告事項№7について説明します。新たなフレイル予防対策，

移動スーパー運行スケジュールの決定についての報告です。 

今年度第 2回審議会の中で，新たなフレイル対策（案）として書面報

告させていただきました内容についての新たな報告です。 

フレイルとは，高齢者の低下した機能が，能動的な行動，活動で改善

できる状態を言います。高齢者自身が自分の足で歩いて買い物ができて，

さらに移動スーパーの場でコミュニケーションができることを願って，

虚弱予防に繋がると考え，移動スーパーの導入を，今年度春から調整し

て来ました。 

今回 10 月 10 日号の広報もりやで，本日お配りしました株式会社カス

ミが印刷した運行表のチラシを配布し，広報本体にも掲載しました。初

めての移動スーパーの試みですので，広報の中にも書かせていただきま

したが，1ヶ月間試行運行後，販売場所，時間等を見直していく計画で

す。 

なお移動スーパーでは，現金，カード，現在守谷市で販売しているモ

リヤガーレ商品券，いきいきシニア王国商品券も利用できるように調整

しています。簡単ですが説明は以上です。 
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竹内会長 ありがとうございました。この件に関してご意見ご質問等あるでしょ

うか。 

清水委員 今でも結構市の奥の方へ行くと，例えば魚の引き売りとか，やってい

まして，中々高齢者の方に評判が良いわけですが，一つお尋ねしたいの

は，これを見ると，刺身とか寿司の生ものは商品としては提供しないよ

うですが，例えば，夏の 6月から 7月に，結構飲食店等において守谷市

も何件か食中毒が発生していますので，食中毒に対する保健所の連携対

応や指導はどうなっているでしょうか。 

健幸長寿課長 ありがとうございます。まず移動販売をするにあたっては，保健所の

許可，移動販売車が納品になった時点で，冷蔵のものも品物として取り

扱いますので，全部チェックされた上で，衛生面については全て県の許

可をいただいて，始まるということで，聞いております。 

清水委員 ありがとうございました。その辺りは今後も注意していただいて，保

健所の監視員がいると思うのですが，連携をしていただき，万が一とい

うことを防いでいただければ有難いです。 

竹内会長 これは，フレイルの方がターゲットになっているわけですよね。 

フレイルになっている人が利用するのですか。それとも，フレイルに

ならないように利用するのですか。 

健幸長寿課長 イメージとしては，なっている人もなっていない人も皆含めて，誰で

も使えるものと考えています。ただ，他市では，買い物難民対策という

言葉を使って導入している市もあるようです。守谷市の場合には狭い地

域で，なおかつ，他の近隣の市から比べて，スーパーはまあまああって

恵まれています。 

そのため，買い物難民という観点よりも，皆が集まって，歩いて能動

的な行動ができて，なおかつ，買い物にも困らないような形で生活する，

要するに包括ケアシステムの概念で，最後まで自分らしく自分で好きな

ものを買いに行けるというようなことの支援として始まったということ

です。 

竹内会長 そうすると地域のコミュニティづくり，例えば，毎週定期的にここに

人が集まるような環境ができたら良いなという発想もあるのかと思いま

すが，どうでしょうか。 

健幸長寿課長 移動スーパーの導入で，密にならない程度に集まってもらった段階で，

次の行動をイメージとして考えています。株式会社カスミにご協力いた

だき，啓発のチラシやパネルを置く等，まず受動的な啓発を考えて協力

していただきたいと思っています。 

次のステップとして人が集まってきた場所にこちらの職員が出向い

て，啓発をする場面にしたいと，考えています。 

竹内会長 ありがとうございます。フレイルと食生活は関連すると思うのですが，

食生活関連として萩原さんコメントをお願いできますでしょうか。この

事業に対する期待を，教えていただければと思います。 

萩原委員 男性の料理教室等も事業で取組があるのですが，お料理を作るという

ことは，計画して，実行して，食べて後片付けしてという一つの連携プ

レーみたいなところがあります。とても頭を使うので，料理を作るのは
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すごく良いことだと言われています。是非大勢の方にもそういうことに

参加していただきたいと思っております。私たちも，あまり難しい食材

とかではなく，普段自分たちが使っているような食材で，少し工夫して

料理を作ったりしているのを皆さんにお伝えしています。ですから何か

ありましたら活用してください。 

竹内会長 栄養のことばかり言うよりも，今の話を聞くと随分と食生活が楽しい

という感じがしましたので，特に今回この配布されたチラシもよくでき

ていてワクワクするようなものだったので，大いに期待できる事業なの

ではないかと思います。 

新田委員 実際，カスミの移動スーパーを別の市で母が利用していまして，毎週

その 1回をすごく楽しみにして通っています。違う市ではありますが，

その場で交流が生まれまして，その場所に先週，社協の方がいらっしゃ

り，この場に来た時にサロンを開設してはいかがですかと来たことを，

私にも教えてくれました。 

他の市町村でもカスミの移動スーパーを高齢者の方はすごく楽しみに

して，いつもはあまり栄養面を考えないで食べているけど，お弁当を買

っていると言っていたので，これは是非，これからも続けていけるよう

にやっていっていただければと思います。 

竹内会長 どうもありがとうございます。では，ここまでとさせていただきます。 

以上で本日用意された議事に関してはすべて終了しましたが，その他

として何かコメントはありますでしょうか。 

清水委員 毎年市は特定健診，胃がん，大腸がん検診を行っていますが，今年は

新型コロナの関係で人数制限や事前に案内通知していただく等，かなり

細かく対応していただいて，私は良かったと思います。 

その上で，昨年のお願いと一緒ですが，予約電話の回線が昨年は 3本，

今年は改善して 5本になったはずです。ところが午前中ずっと繋がりま

せんでした。恐らく何件か苦情が入ったと思うのですが，今の時代です

からもう少し改善できるのではないかと思うので，さらに改善していた

だきたいという要望です。以上です。 

保健センター

長 

昨年度，ご指摘，ご意見がありましたため今年度は回線を増やしたの

ですが，やはり先着順ということもあり，初日の午前中はとても繋がり

にくいという情報がございました。今お話がありましたようにもう少し

改善できないかということで，現在 Web 予約と，コールセンターに委託

もできるか協議を始めまして，その実現に向けて内部で協議を行ってい

るところです。 

特に今年はコロナの関係で集団検診は今まで予約なしでできたもの

を，予約するという形になりました。お客様が電話をかけるという負担

もあるため，今後コロナの状況が続く中で，やはりある程度予約制とい

うのを用いていかないといけないと思いますので，予算の関係等もある

と思いますが，ご意見いただきましたとおり様々なことを検討したいと

思います。ご不便をおかけして申し訳ありませんが，よろしくお願いい

たします。 

竹内会長 色々な手段で予約ができることは，とても良いと思います。続けてい
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ただければと思います。 

その他いかがでしょうか。特になければ，副会長の柳委員より一言お

願いします。 

柳副会長 先程自殺の話が出ていたと思いますが，コロナ禍の影響で子ども等が

学校に行かなくなって昼夜逆転してしまい，生活リズムが乱れて，学校

が再開した際にうつ病等を発症するケースが，子どもも大人も結構見聞

きしています。身近でも気付ける症例は結構あると思うので，是非，周

りの人が少しおかしいかなと思ったら相談できる体制が作れたら良いの

かなと思っています。 

竹内会長 どうもありがとうございました。以上で本日の議事を終了とさせてい

ただきたいと思います。こちらで議長の席から降ろさせていただきます。 

長時間のご協力ありがとうございました。 

社会福祉課長 ありがとうございました。それでは次回の令和 2 年度第 4回守谷市保

健福祉審議会につきましては，令和 3年 1月 20 日（水）14 時半から開

催予定でございます。詳細につきましては改めてまたご連絡させていた

だきますのでよろしくお願いいたします。 

それでは，令和 2年度第 3回守谷市保健福祉審議会を閉会します。 

ご協力ありがとうございました。 
 


